
　

６
月
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
集
中

し
て
と
り
く
む
「
６
・
９
・
２
運

動
」
の
月
で
す
。

　

班
会
で
は
大
腸
が
ん
、
ピ
ロ
リ

菌
、
血
管
年
齢
、
骨
密
度
な
ど
、

お
馴
染
み
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
は

じ
め
、
昨
年
か
ら
導
入
し
た
足
指

力
チ
ェ
ッ
ク
や
虫
歯
、
歯
周
病

菌
、
体
組
成
（
筋
肉
量
や
内
臓
脂

肪
レ
ベ
ル
な
ど
）
の
チ
ェ
ッ
ク
も

手
軽
に
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
健
康
を
サ

ポ
ー
ト
し
よ
う
と
今
年
度
に
入

り
、
沼
田
南
、
利
南
、
昭
和
東
・

南
、
高
山
支
部
で
「
ま
ち
か
ど
健

康
チ
ェ
ッ
ク
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
血
圧
な

ど
手
軽
に
測
っ
て
も
ら
え
る
し
、

い
い
こ
と
だ
ね
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
月
間
中
に
も
各
種
催
し
の

場
を
活
用
し
て
「
ま
ち
か
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
を
計
画
し
、
多
く
の

方
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。

　

組
合
員
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
の
ひ
と
つ
が
「
班
会
」
を
気
軽

に
開
け
る
こ
と
。

　

片
品
支
部
・
花
咲
鍛
冶
屋
班
で

「
班
会
」
を
活
用
し
、
気
軽
に
集

ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
や
お
茶
の
み

な
ど
の
交
流
の
場
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

　

新
生
協
本
部
に
併
設
さ
れ
た

「
組
合
員
ホ
ー
ル
に
ぎ
わ
い
」
も

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

班
会
の
ご
相
談
は
、
生
協
組
織

部
（
２
２
︱
２
３
０
０
）
ま
で
。

　

今
年
は
秋
に
「
新
病
院
建
設
」

に
着
手
す
る
重
要
な
年
度
で
す
。

　

こ
の
月
間
中
に
、
新
病
院
建
設

や
介
護
事
業
計
画
に
つ
い
て
組
合

員
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
思
い
を
か

た
ち
に
す
る
こ
と
。
対
話
を
通
じ

て
、
一
坪
増
資
や
積
立
を
中
心
と

し
た
増
資
協
力
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
「
地
域
訪
問
」
に

も
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
内
容
で
で
き
る
？
」

「
ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
か
調
べ
た

い
」「
み
ん
な
で
楽
し
く
か
ら
だ

を
動
か
し
た
い･･･

」
な
ど
何
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
楽
し
く
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
気
軽
に
班
会
を

開
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

は
、
久
し
ぶ
り
に
「
骨
粗
し
ょ
う

症
」
を
テ
ー
マ
に
班
会
を
開
催
。

骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク
で
は
「
低
骨
密

度
」
値
の
方
も
い
て
「
ど
の
く
ら

い
か
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
測
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
骨
量
に
注
意
す

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
明
る
い

く
ら
し
づ
く
り
に
活
か
せ
る
ヒ
ン

ト
と
し
て
「
班
会
メ
ニ
ュ
ー
」
も

用
意
し
て
い
ま
す
。「
脳
い
き
い

き
体
操
」
な
ど
、
か
ら
だ
を
動
か

す
班
会
も
好
評
で
す
。
楽
し
め
る

工
夫
を
盛
り
込
ん
で
、
健
康
増
進

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
支
え
あ
い
の
場
と
し
て

　

利
根
保
健
生
協
は
「
支
部
を
単

位
に
、
班
を
基
礎
に
」
し
た
活
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
組
合
員
さ

ん
が
３
人
集
ま
れ
ば
「
班
」
が
で

き
、
自
分
た
ち
の
希
望
に
沿
っ
た

テ
ー
マ
で
班
会
が
開
け
ま
す
。

　

班
独
自
で
の
開
催
が
む
ず
か
し

け
れ
ば
、
支
部
の
役
員
さ
ん
や
隣

の
班
と
も
協
力
し
て
「
合
同
班

会
」
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
・
介
護
の
専
門
家
が
、
組

合
員
さ
ん
の
や
り
た
い
こ
と
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
お
友
達
や
ご
近

所
の
み
な
さ
ん
と
誘
い
あ
っ
て
楽

し
い
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
ま
し

ょ
う
。

　

全
国
の
医
療
福
祉
生
協
で
は
、
毎
年
６
〜
７
月
を
「
支
部
づ
く
り
・
班
づ
く
り
・

班
会
開
催
月
間
」
と
し
て
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

利
根
保
健
生
協
で
は
、
こ
の
２
ヶ
月
間
で
２
０
０
回
以
上
の
班
会
開
催
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
こ
の
月
間
を
活
用
し
て
各
地
域
で
班
会
を
開
き
、
各
種
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
お
こ
な
っ
て
、
日
頃
の
生
活
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

全
神
話
も
崩
壊
し
、核
の
ゴ
ミ
、汚

染
土
の
捨
て
場
は
ど
こ
に
も
な
く
、

町
ぐ
る
み
の
移
住
、
失
業
や
家
族

の
離
散
な
ど
で
15
万
人
も
が
避
難

生
活
を
し
て
い
ま
す
。「
ふ
く
し

ま
の
何
に
寄
り
添
う
寄
り
添
わ
ぬ

も
と
の
生
業
返
し
て
ほ
し
い
」
福

島
県
の
安
田
政
幸
さ
ん
の
短
歌
で

す
▼
こ
う
し
た
事
態
を
四
半
世
紀

に
わ
た
る
活
動
で
転
換
を
は
か
っ

た
素
晴
ら
し
い
実
話
が
あ
り
ま
す
。

６
月
20
日
利
根
沼
田
文
化
会
館
で

上
映
の『
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
〜
さ
よ

な
ら
原
発
』
で
す
▼
そ
の
舞
台
が

新
潟
県
の
弥
彦
山
を
背
に
し
た
海

辺
の
巻
町
で
す
。
国
の
電
源
開
発

政
策
に
添
っ
て
何
十
億
円
も
の
協

力
保
証
金
の
話
に
の
り
、
町
長
は

「
世
界
一
の
原
発
を
造
る
」と
宣
言
、

議
会
も
同
意
。「
坪
25
万
と
は
原

発
様
々
だ
」
と
い
う
話
で
沸
き
立

ち
ま
す
。
老
舗
割
烹
旅
館
珊
瑚

屋
は
幹
部
の
懇
親
の
場
で
大
繁

盛
。
天
下
の
情
勢
を
い
ち
早
く
つ

か
め
る
主
人
は
落
ち
着
け
ま
せ
ん

▼
一
方
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
な
ど
の
勉
強
会
、
住
民
投
票

を
す
す
め
る
会
の
地
道
な
運
動
が

つ
い
に
実
り
、
中
心
に
い
た
笹
口

孝
明
さ
ん
が
町
長
に
当
選
。
住
民

投
票
の
結
果
、
投
票
率
86
％
、
反

対
61
％
。
最
高
裁
判
決
を
受
け
て

原
発
建
設
の
呪
縛
か
ら
や
っ
と
解

放
さ
れ
ま
し
た
▼
こ
れ
を
ド
ラ
マ

化
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
さ
ん
は

い
う
。「
こ
の
映
画
の
テ
ー
マ
は

『
幸
せ
は
金
で
買
え
る
か
』
だ
。

私
た
ち
は
歴
史
の
中
継
ラ
ン
ナ
ー

で
あ
る
。
子
孫
に
ど
ん
な
バ
ト
ン

を
渡
す
べ
き
か
を
、
じ
っ
く
り
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
木
村
）

　

３
・
11
東
日
本
大
震

災
、
福
島
原
発
の
大
事

故
か
ら
早
く
も
二
年
三

ヶ
月
に
︱
。
原
発
の
安

一人は万人のために 万人は一人のために

〈健康のことわざ〉良妻と健康は男の最上の富である。良い伴侶を持ち、健康に恵まれているという事は、どんな財産にもまさる。

（１） 第525号2013年６月１日（毎月1回1日発行）

高山温泉ふれあいプラザで「まちかど健康チェック」（高山支部）

第５回
グラウンドゴルフ大会

班
会
で
交
流
・
健
康
づ
く
り

班づくり・班会開催月間

み
ん
な
で

く
ら
し
づ
く
り
の

地
域
で
対
話
を

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

気
軽
に
相
談
を

誘
い
あ
っ
て

ヒ
ン
ト
に

ひ
ろ
げ
て

手
軽
に

887人から
1,722坪（6,888万円）

一坪増資運動
（2013年５月23日現在）

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地の1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262
利 根 中 央 病 院
利 根 歯 科 診 療 所
老 人 保 健 施 設 と ね
とね訪問看護ステーション
と ね 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
片 品 診 療 所

☎（22）4321
☎（24）9418
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（24）1202
☎（25）3399
☎（58）3910

事業所

利根保健生協　2013 年４月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・27,214 人
出 資 金 額・・・・1,298,099,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・47,699 円
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　５月９日、みなかみ町のホッ
ケー場で、第５回グラウンドゴ
ルフ大会（杉木哲二実行委員
長）が開かれ、５３４人が参加し
ました（利根沼田グラウンドゴ
ルフ協会協賛）。
　24ホールを前半後半の２グ
ループに分け、「あー強く打ち
すぎた」「うまくいかないなー」
と声が飛びかうなど、楽しい交
流となりました。
　また、血圧、体組成、歯の健
康相談の「健康チェックコーナ
ー」では、延べ２５９人のチェ
ックがおこなわれ、「出資金特
設窓口」では、組合員加入や増
資の協力が寄せられるなど、終
日にぎわいました。

【成績】団体　優　勝　片品支部
　　　　　　　準優勝　薄根支部
　　　　　　　三　位　沼田北支部
　　個人　男子の部　優　勝　牛口　利男（薄根）
　　　　　　　　　　準優勝　渡辺　孝助（高山）
　　　　　　　　　　三　位　萩原　一男（片品）
　　個人　女子の部　優　勝　奥原　悦子（片品）
　　　　　　　　　　準優勝　星野チヨ子（片品）
　　　　　　　　　　三　位　宇敷　トモ（沼田南）



社会保障・平和活動
①反貧困の学習会や炊き出し、平和行進や平和のための戦争展な

ど平和を守る活動、オスプレイ配備反対意見広告など幅広い活
動をしました。

②「福島子ども応援団募金」「福島の親子リフレッシュ企画」「片
品支部南相馬研修旅行」など震災支援活動にとりくみました。

③放射線測定のとりくみと自治体への働きかけ脱原発とエネル
ギーのあり方の学習にとりくみました。

④「高齢者にやさしいまちづくりチェック」アンケートには高山
と新治支部でとりくみました。

⑤社保協と協同した自治体要請行動に 2 日間でのべ 102 人が参加
し、国保料の滞納や介護保険料の引き上げの実態などを知る機
会となりました。
新年度は
①原水禁大会や国民平和大行進及び地域での平和を守る活動に参

加します。
②利根沼田社保協をはじめ、様々な団体と協力し学習会や地域で

の社会保障改善のとりくみ
をすすめます。

③ 平 和、TPP、 原 発 や エ ネ
ルギー問題などの学習を行
い、支部や班での学習資料
提供を行います。

④東日本大震災被災者支援活動にとりくみます。
⑤群馬県高齢期運動連絡会や日本高齢者大会に参加します。
まちづくり活動にもとりくみます
①「孤立化を防ぐこと」を目的に「利根の保健」配布時の声かけ、「た

まり場づくり」をすすめ、活動交流をはかります。
②「高齢者にやさしいまちアンケート」にとりくみ、その結果に

基づき老人会や自治体と懇談し、まちづくりに役立てます。
③班や支部で地震の災害時の避難誘導などの話し合いをもち、「地

域安全マップ」づくりをすすめます。

て 5 人の仲間がふえました。ラベル貼りや生協ニュースの挟み込み
には、毎月 3 人のべ 36 人が参加しました。

　老健とねでは、夏まつりや沼田まつりに 52 人がお手伝いや傾聴ボラ
ンティアに参加しました。

組合員活動
①支部総会で活動の年間計画と毎月の支部運営委員会開催で「支部を

単位に、班を基礎に」した組合員活動を推進します。
②所在確認通知の発行や支部の協力で不明組合員調査します。組合員

台帳の整理をはかります。
③班会を重視し、趣味など多様な班会も模索します。
④保健大学、各種サポーター養成講座、ボランティア学校等で担い手

づくりをすすめ、生協活動への参加者を増やします。
⑤５カ年計画に基づく目標として、仲間ふやし 1,200 人、出資金ふや

し２億５千万円、班会開催 1,100 回、機関紙配布者を 1,450 人に、
２支部での支部分割とたまり場づくりを追求します。

⑥一坪増資運動と積立増資への参加者拡大、班会への「持ち寄り増資」
をすすめます。

⑦各自治体と懇談を行い、第６期介護事業計画づくりへ提案を行いま
す。

⑧放射線測定を継続します。
健康づくり活動
①健康チェックサポーター

と保健大学卒業者の交流
会を開催し、保健大学開
校への展望を開きます。

②世界禁煙デーにポスター
コンクールへの参加を呼
びかけ、禁煙促進と禁煙
外来をアピールします。

③「地域まるごと健康づく
り」として健診受診運動
をし、組合員健診の受診を広めます。

④脳いきいき班会サポーター養成講座を開催し、地域での認知症予防
活動を促進します。

⑤健康習慣の重点課題のひとつとして「口の健康」を位置づけ、「歯の
衛生週間」にとりくみます。
ボランティア活動
①ボランティア委員会の確立をはかり、参加者の輪を広げ、各事業所

利用委員会でボランティアサークルづくりにとりくみます。
②ボランティア学校を開催し、担い手を育成します。

人材の確保と育成
①「医療講演・懇談会」を開催し、医師と組合員の相互理解を深めます。
②研修医の班会参加、コミュニケーションスキル研修会を定期開催と

し、組合員参加による医師養成をすすめます。
③療介護職紹介カードを活用し、人材確保に役立てます。
④組合員による医師の労をねぎらう企画を開催し、上部団体の企画等

に参加し、活動交流や活動報告に務めます。

経　営　活　動

医療・介護・福祉活動

保健組織活動

一人は万人のために 万人は一人のために

医者を持つより料理人を持て。毎日の食事に気を配ることが健康に最も効果がある。

（３） 第525号2013年６月１日（毎月1回1日発行）

４月班会開催一覧
支部名 班　　名 班長 ・代表名 人数 班 会 内 容

沼田東 上原町 6-2 村田　定蔵 3 メタボリックシンドロームについて
上原町 7-3 生方　輝房 3 メタボリックシンドロームについて

材木町合同 小野　のぶ 4 うどんをみんなで食べる会

上原町合同 生方　輝房 4 うどんをみんなで食べる会

東原新町合同 児玉　洋明 5 うどんをみんなで食べる会

西原新町合同 得能　淑子 4 うどんをみんなで食べる会

東原新町 13-2 雲越　タカ 3 お食事会

西原新町 11-1 得能　淑子 3 お食事会

東原新町 13-2 雲越　タカ 3 大腸がんチェック

西原新町 11-1 得能　淑子 3 大腸がんチェック
材木町 11-3 小林永久子 6 糖尿病のウソ・ホント

沼田西 榛名町 8-2 金子　くら 5 お花見会・脳いきいき班会紹介
榛名町 8-1 宮内はつえ 3 お花見会・脳いきいき班会紹介

榛名町 3 金子　恭子 3 お花見会・脳いきいき班会紹介

榛名町 2-2 戸部　大吉 3 お花見会・脳いきいき班会紹介

薄根町 10-1 松永サチ子 7 うたは心を健康にする

薄根町 6-1 佐藤　郁子 7 草餅づくり

薄根町 6-3 生方　政子 3 脳活性化座談会

薄根町 6-5 渡部セツ子 4 脳活性化座談会
薄根町 6-5 片野　敏雄 5 元気に年をとる 11 か条

沼田南 鍛冶町 10 馬場半次郎 5 腰痛予防と対策

利　南 上久屋馬場 織田澤澄世 4 認知症のはなし
戸鹿野町1､2 星野　早苗 7 お花見会

薄　根 硯田町 上 小林　順一 6 骨密度チェック
硯田町 下 金子　幸子 5 骨密度チェック
井土上町合同 久枝　　允 6 脳いきいき体操

川　田 下川田町 宮塚 1 深津　文子 4 薬の取り扱い方法
下川田町 宮塚 2 高橋　銀子 4 薬の取り扱い方法

白　沢 尾合 上 角田　梅子 9 尿失禁について

利根北 追貝合同 小林　喜市 14 輪投げ・筋トレ・民謡踊り
元気に歩こう会 加藤　眞喜 4 芝生の上を楽しく歩こう

元気に歩こう会 加藤　眞喜 4 芝生の上を元気に歩く

穴原 1･2 中澤　貞祇 12 尿・体組成チェック
高戸谷合同 加藤　眞喜 8 「上手な受診の仕方」7 つのポイント

片　品 菅沼 1 戸丸　長太 5 ボケ予防の話と体操
菅沼 2 星野　　司 5 ボケ予防の話と体操

川　場 中野合同 片桐とく子 4 指圧

月夜野東 後閑 上入 佐藤　　興 5 体組成チェック
後閑 下入 渋谷　典子 5 体組成チェック

下牧 原の中 山田八重子 4 足指力チェック

下牧 原 -2 高橋　ミネ 3 足指力チェック

政所合同 尾崎　雅子 5 紙芝居「七色バット」

真庭合同 真庭　利治 4 紙芝居「七色バット」

真庭合同 中村　秀夫 5 紙芝居「七色バット」

上牧合同 広橋　絹代 4 脳いきいき班会

下牧合同 小林　一義 5 脳いきいき班会

後閑合同 深津ハルイ 4 脳いきいき班会
虹の会 都丸　富子 11 絵手紙教室

月夜野西 月夜野 橋下合同 南雲　紀子 8 骨密度チェック

新　治 須川 十二河原 富沢カヅエ 5 肥満の話・体組成チェック
須川 1 梅澤　貞子 4 体組成チェック

須川 2 木桧　芳子 4 体組成チェック

須川 3 山岸　克子 4 体組成チェック

布施宿合同 島崎　芳恵 25 動脈硬化・脳いきいきの話

須川 谷地 ･ 宮原 佐藤　ヤヨ 7 カムカム健康法

猿ヶ京合同 高橋よね子 12 転倒予防のコツ伝授
猿ヶ京合同 都丸　君子 11 転倒予防のコツ伝授

職域・他 福寿草 岡嶋　禎子 9 ラジオ体操・セラバンド・レインボー
福寿草 岡嶋　禎子 11 ラジオ体操・レインボー・ミニヨガ

福寿草 岡嶋　禎子 4 ラジオ体操・レインボー体操

福寿草 岡嶋　禎子 10 ラジオ体操・レインボー体操
手芸くらぶ遊布 太田ヒサ子 9 手芸教室

病棟・他 ふれあいの輪 西畠みどり 13 腰痛体操
どんぐり保育園 高橋いづみ 12 フッ素班会・歯磨き指導

総　計 64回 390人

利 根 の 保 健

病んで初めて健康の価値を知る。病気にかかって初めて健康の大切さが痛切にわかる。

（２）第525号2013年６月１日（毎月1回1日発行）

　2012 年３月末で全日本民医連からの医師支援が終了し、新たな研
修医を迎えスタートしました。通常総代会では新病院建設用候補地を、
12 月の臨時総代会では新病院建設計画及び５カ年計画を確認し、新た
な事業展開に大きく踏み出す年度となりました。

組合員活動
①支部総会を通常・臨時、総代会前に開催し、新病院建設と介護事業

について、意見交換や組合員の思いを共有する場としてきました。
②南（名古屋）、長野、岡山、群馬中央の４医療生協への非常勤理事研

修が行われ、施設づくりの経験、協同でつくる健康なまちづくりの
組合員運動を学びました。その成果を「支部を単位に班を基礎に」
と「組織運営規程」の改定に活かしました。

③片品村では、福島の親子リフレッシュ企画にて福島医療生協の親子
と当生協の組合員・職員の交流を行いました。

④たまり場である「つきよの虹ホール」、「老健多目的ホール」を活用
して餃子や布ぞうり班会、けんちん汁づくりなど多彩なとりくみが
行われました。
組織活動四課題と特徴的活動
　仲間ふやしは、個人加入の推進や組合員利用 100％デー実施、通院
支援利用での加入により、目標 1,000 人に対し 1,101 人。出資金ふや
しでは、目標１億円に対し１億 1,462 万円、純増額 4,865 万円と目標
を超過達成しました。スタート集会で７億円増資への意思統一がされ、
利南支部全戸訪問、「きらめき祭」により新病院建設への盛り上がりが
生まれたことが要因です。班会開催では、班会メニューコンテストで
のメニューを活用するも目標 1,000 回のところ 732 回でした。支部
づくり・班づくり・班会開催月間で地域訪問を位置づけたことで「見
守り活動」としての機関紙配布者ふやしへの意識が高まり 27 人増加、
年度で新たに 50 人へ機関紙が届くようになりました。
健康づくり活動
①レインボー健康体操リーダーと

健康チェックサポーター養成講
座を開講し、担い手が４２人で
きました。

② 5・31WHO 世界禁煙デーのと
りくみで、病院での禁煙パンフ
の配布を行い、禁煙ポスター応
募を地元中学校にも呼びかけま
した。

③グラウンドゴルフ大会やハイキ
ング・ウォーキング企画を通じ
て楽しく交流し健康増進をすすめました。

④「ウンチ月間」では班会や郵送検診を利用し年２回の大腸がんチェッ
クを推進しました。

⑤健康チェックでは 7,500 回が実施され、新しく導入した足指力測
定は班会や支部企画で活用し、338 回のチェックとなりました。
ボランティア活動
①玄関ボランティアでは納涼大会や忘年会などを通じて交流できました。
　「利根の保健」の梱包ボランティアは、新たに 5 人が増え月 1 回の

作業に毎回 18 人程度が参加しています。梱包ボランティア募集に

【利根中央病院】
①医療の数値化・標準化に

より、全職員参加で安全・
安心の医療 ・医療の質、
経営改善を図り、効率化
に繋げます。

②専門外来、地域で当院し
かない入院機能などの優
点を生かし、「組合員運動」
と経営を一体化し、収入
確保をすすめます。

③医師確保・養成を最大課
題とし、職員の育成をし地域医療に貢献します。

④接遇・待ち時間、無料低額診療事業など、組合員・患者満足度を一層
向上させます。

⑤「新病院建設事業計画」、「生協 5 カ年計画」に基づき、急性期病院と
して役割を発揮、医療と介護の連携を一層すすめ、医療生協らしい「地
域包括ケア」を具体化します。

【利根歯科診療所】
①安心安全信頼の歯科医療

の追求を行います。質の
高い歯科医療を提供し、
患者満足度を高めます。

②医療生協人としての教育
活動に力を入れていきま
す。

③社会保障制度の充実を図
り組合員の人権を守ると
りくみを強めます。

④臨床研修施設として単独型３人、けんせい歯科クリニック（大分県医
療生協）を協力型とする研修医１人の受け入れを行います。歯学生へ
の働きかけを強化し臨床研修施設として充実を図ります。

⑤組合員の健康を守り生協の基盤強化のために組織活動の充実につとめ
ます。利用委員会での論議を深め地域の中での歯科の役割について強
化します。

【片品診療所】
①在宅医療をより拡大し、地域住民の健康問題に積極的に対応し、まち

づくりの一翼を担える診療所を目指します。
②禁煙外来、睡眠時無呼吸症候群の治療、糖尿病患者の口腔ケアや摂食

機能訓練など、医科歯科の連携を行ないます。
③病診連携を強化しながら、利用者の様々な要求に答えられるサービス

の実現を目指します。

④「高齢者にやさしい診療所」導入プログラムに沿って、定期的な学習
会の開催を目標とします。

⑤組合員さんとともに利用しやすい診療所づくりを目指し、支部活動で
も健康づくり運動でも地域ネットワークの拠点となるような診療所づ
くりをすすめます。

【生協みなかみ歯科】
①「医療」―安全・安心・納得の歯科医療の追求を行います。
②「教育」－医療生協人として民医連職員として成長するための教育活

動に力を入れていきます。
③「人材育成」―スタッフ全員が各人の具体的課題を明確にし実現のた

めに事業所全体としてバックアップします。
④「組織」－組合員の健康を守り生協の基盤強化のために組織活動の充

実をよりいっそう継続します。
⑤「社保」－社会保障制度の充実を図り組合員の人権を守る取り組みを

継続します。

【とね在宅総合センター】
①介護老人保健施設とね
　・入所 50 人、通所 45 人の定員枠を有効に活用できるようにします。
　・10 月には、利根沼田地域で最初となる、通所リハビリテーションの

短時間型を開設します。（定員；10 人）
②とね訪問看護ステーション
　・利根中央病院やとね診療所との連携を強め、在宅医療を支えます。
　・とね訪問看護ステーション・みなかみの利用者増を目指します。
③とねホームヘルパーステーション　
　・安全・安心なサービス提供の拡充をはかります。
④利根中央病院・居宅介護支援事業所
　・病院・病棟カンファレンスへの参加と退院調整看護師との連携を強

めます。
　・事例検討会等を通しての学び合い成長できる職場づくりを目指しま

す。
⑤とね診療所
　・長坂医師の着任により、体制が強化されます。
　・とね訪問看護ステーションやとねヘルパーステーションと共同して、

在宅支援の強化を図って行きます。

＊介護事業委員会活動
①訪問介護職員養成研修 2 級

課程を定員 30 人で 2013
年 1 月に開講しました。

②みなかみ町グループホーム
計画に 2013 年 2 月に手上
げをしました。

③サービス付き高齢者住宅に
ついて学習し検討を始めま
した。
新年度は
①介護保険のしくみや手続き

について班や支部で活用できる資料を活用し、介護保険についての理
解を深め、身近な相談、自治体との懇談、「運動と事業」活かします。 

②特別養護老人ホーム建設の運動をすすめ、多くの個人団体と協力し社
会福祉法人づくりをめざします。

③サービス付き高齢者住宅（含む通所介護）建設を具体化します。
④各自治体の高齢者保健福祉計画等を研究し、生協としてとりくむ課題

を追求します。
　特に、配食や要介護者の通院支援、住まいの具体化を検討します。

2012年度のまとめ

2013年度の方針

①新病院建設の礎となる「３人の医師確保と２億５千万円の増資」目標を達成します。
②安心して住み続けられるまちづくりをめざし、「食や住」の課題にも挑戦します。
③利根保健生協のこれまでの蓄積を生かし、「支部を単位に、班を基礎に」「地域包括ケ

ア」の時代にふさわしい「事業と運動」をすすめます。
④各事業所のかかりやすさを改善し、組合員の利用結集を強め、経常剰余１億円をめざ

します。
⑤２つのゼロ（原発ゼロ、米軍基地ゼロ）、３つのノー（消費税増税ノー、ＴＰＰ参加ノー、

オスプレイ配備ノー）の実現にむけた活動にとりくみます。

2013年度スローガン（案）2012年度のまとめと2013年度活動方針（案）
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新給食施設でのクックチル方式の試食

災害訓練

保健組織交流集会「笑いヨガ」

訪問介護員養成研修

　財務の状況では、総資産が 67 億 8,424 万円となり、
新病院建設用地取得、利根中央病院新給食施設・本部棟
建設、利根中央病院電子カルテ導入などにより、前年よ
り約９億円増加しました。また、組合員出資金は 4,865
万円の純増となり、12 億 8,935 万円となりました。
　事業所利用の状況では、医師体制が減少した片品診療
所以外、すべての事業所で利用者数は前年を上回りまし
た。利根中央病院の入院は前年比 102.5％となりまし
た。医師体制は前年度とほぼ同じにも関わらず、診療
科・病棟を超えた入院受け入れにより、2013 年３月は
前年比 109.9％と奮闘しました。外来についても前年
比 102.9％となり、夜間休日を含む救急外来は前年比

104.9％と地域の救急対応に貢献しました。
　損益の状況では、事業収益 70 億 3,187 万円、経常剰
余金 3,123 万円となりました。医療・介護の質を高め、
かかりやすさの追求と組合員の利用拡大にこだわり、全
職員参加型の経営をすすめました。

　2013 年度は事業収益 73 億 2,098 万円とし新病院建
設に向けて 1 億円の経常剰余と出資金２億５千万円をや
りあげ、自己資本比率を高め、経営基盤の強化をはかり
ます。また、医師の確保と職員の育成、事業所間と医療・
介護連携を強化し、医療・介護の質を高め、かかりやす
さを追求し、組合員の事業所利用拡大をすすめます。

2012年度のまとめ

2013年度の方針

2013年度の方針

歯の衛生週間

◀ 

さ
よ
な
ら
原
発
集
会



みなかみ町国民健康保険
後期高齢者医療保険に加入する
40 歳以上の皆様へのお知らせ
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花

揺
る
る

太
鼓
橋
渡
り
古
刹
の
池
の
辺
り
著
我
咲
き
た
る
や
去
年
を
想

ひ
つ

笹
の
葉
の
香
る
み
ど
り
に
川
魚
の
寿
司
を
盛
り
た
り
鈴
森
の

湯
宿
は

時
な
ら
ぬ
雨
は
に
わ
か
に
雹
と
な
り
庭
に
散
り
敷
く
冷
え
び

え
と
し
て

高
原
の
起
伏
は
耕
ひ
尽
く
さ
れ
て
マ
ル
チ
は
白
く
陽
に
輝
き

ぬ雪
解
水
入
江
に
青
き
水
た
た
へ
若
葉
写
し
て
散
策
た
の
し

　

こ
の
体
操
を
考
案
さ
れ
た
の
は

福
岡
で
み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

業
さ
れ
て
い
る
内
科
の
今
井
一
彰

先
生
で
す
。

　
「
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ
ん
は
口

臭
が
強
い
。
し
か
も
炎
症
が
ひ
ど

く
な
る
ほ
ど
強
く
な
る
」
と
い
う

発
見
か
ら
、
口
呼
吸
の
健
康
被
害

に
注
目
、
口
呼
吸
を
改
善
す
る
こ

と
で
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
原
因
治
療

に
つ
な
げ
よ
う
と
考
案
さ
れ
ま
し

た
。「
あ
い
う
べ
体
操
」
を
継
続

し
て
い
る
人
は
自
然
に
鼻
で
呼
吸

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
、
神
戸
医
療
生
協
、
北
医
療

生
協
の
歯
科
の
診
療
や
班
会
で
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
い
う

べ
ー
と
言
い
な
が
ら
口
の
周
り
の

筋
肉
を
動
か
す
、
舌
を
動
か
す
、

鼻
で
し
っ
か
り
呼
吸
を
す
る
と
い

う
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
す
。
医

療
生
協
の
班
会
で
取
り
組
む
の
に

も
最
高
の
体
操
で
す
。

　

口
の
働
き
は
非
常
に
た
く
さ
ん

あ
り
繊
細
で
す
。
食
べ
る
、
呼
吸

す
る
、
咬
む
、
飲
む
、
な
め
る
、

話
す
、
笑
う
、
歌
う
…
…
様
々
な

働
き
を
し
ま
す
。
近
年
、
著
し
く

増
え
て
い
る
認
知
症
で
す
が
、
か

み
合
わ
せ
と
の
関
連
も
研
究
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

神
戸
常
磐
大
学
口
腔
保
健
学
科

の
足
立
了
平
教
授
に
よ
る
と
、
認

知
症
高
齢
者
の
か
み
合
わ
せ
の
状

態
と
転
倒
回
数
を
調
べ
た
結
果
奥

歯
が
な
く
か
み
合
わ
せ
が
で
き
な

い
人
の
方
が
、
転
倒
回
数
が
多
く

な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
噛
む
こ
と
と
脳
の
働
き

に
は
非
常
に
強
い
関
係
が
あ
り
ま

す
。

　

人
は
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
足

腰
が
弱
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
噛

む
力
も
衰
え
て
き
ま
す
。
し
か
し

食
べ
る
と
い
う
機
能
は
最
後
ま
で

衰
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食

べ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
と
い

う
事
は
動
物
に
と
っ
て
死
を
意
味

し
ま
す
。
口
の
機
能
を
ど
う
維
持

し
て
い
く
か
、
そ
の
た
め
に
も

「
あ
い
う
べ
体
操
」
を
し
っ
か
り

や
り
た
い
も
の
で
す
。

　

今
井
先
生
は
「
あ
い
う
べ
体
操

カ
ー
ド
」（
図
２
）
を
作
っ
て
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
利
根
歯

科
診
療
所
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
活
用
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
診

療
所
ま
で
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

５月号で募集した組合員ホール
用の物品は無事必要数が集まり
ました。ご協力ありがとうござ
いました。　　　本部担当者

　

次
の
四
つ
の
動
作
を
順
に
く
り

返
し
ま
す
。
声
は
出
し
て
も
出
さ

な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

①
「
あ
ー
」
と
口
を
大
き
く
開
く

②
「
い
ー
」
と
口
を
大
き
く
横
に

　
広
げ
る

③
「
う
ー
」
と
口
を
強
く
前
に
突

　
き
出
す
　

④
「
ベ
ー
」
と
舌
を
突
き
出
し
て

　
下
に
伸
ば
す

①
～
④
を
一
セ
ッ
ト
と
し
、
一
日

三
十
セ
ッ
ト
を
目
安
に
毎
日
続
け

ま
す
。

　

こ
の
体
操
は
、
真
剣
に
行
う
と

か
な
り
疲
れ
る
た
め
、
慣
れ
る
ま

で
は
、
二
～
三
度
に
分
け
て
気
楽

に
や
り
ま
し
ょ
う
。
入
浴
時
に
や

る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　

ま
た
、「
あ
い
う
べ
体
操
」

は
、
し
ゃ
べ
る
と
き
よ
り
口
を
し

っ
か
り
、
大
き
く
動
か
す
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
無
理
は
禁
物
で

す
。
と
く
に
顎
関
節
症
の
人
や
あ

ご
を
開
け
る
と
痛
む
場
合
は
、
回

数
を
へ
ら
す
か
、「
い
ー
」「
う

ー
」
の
み
を
く
り
返
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
「
い
ー
」「
う
ー
」
体

操
は
、
関
節
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
た
め
、
何

回
行
っ
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
「
ベ
ー
」
が
う
ま
く
で
き
な
い

人
は
、
大
き
め
の
あ
め
玉
を
な
め

て
、
舌
を
運
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

舌
運
動
と
甘
味
の
刺
激
で
、
脳
も

活
性
化
し
ま
す
。
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誰
で
も
気
軽
に

皮
膚
科
の
体
制
変
更
と
完
全
予
約
制
に
つ
い
て

あ
い
う
べ
体
操
の

口
呼
吸
の
訓
練
で

認
知
症
と
も
関
連

あ
い
う
べ
ー

行
い
方

病
気
の
原
因
治
療

【図 1】 あいうべ体操を実演する今井先生
みらいクリニックホームページより

URL：http://mirai-iryou.com/mc_aiube.html

③うー

④べー

①あー

②いー

【図２】利根歯科で配布中のあいうべ体操カード

日時：7 月 6 日 ( 土 )
13 時 20 分～ 16 時終了予定

場所：利根歯科診療所
内容：口内の説明、歯型や写真撮影、
　　　虫歯予防の指導、歯科の道具体験
参加対象：小学生以上のお子様と保護者
会費：500 円
準備物：歯ブラシと手鏡。汚れてもよい
　　　　服装でご来場ください。
申込方法：利根歯科診療所で申込
　　　　　（６月末日締切）
問合せ先：利根歯科診療所 ☎ 24-9418

　
暖
か
く
な
っ
て
毎
日
朝
早
く
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
方
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
足
腰
か
ら
老
化
が
始
ま
る
、
だ
か
ら
歩
か
な
け

れ
ば
…
…
。
し
か
し
み
な
さ
ん
は
口
の
運
動
＝
体
操
を
毎
日
行
っ

て
い
ま
す
か
？

　
舌
を
出
し
て
左
右
上
下
に
動
か
す
、早
口
言
葉
を
い
う
、カ
ラ
オ

ケ
で
歌
う
等
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
様
々
な
体
操
が

紹
介
さ
れ
ま
す
が
、
難
し
い
も
の
に
な
る
と
な
か
な
か
覚
え
ら
れ

ず
、
毎
日
や
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
今
回
は
と
っ
て

も
簡
単
で
い
つ
で
も
で
き
る「
あ
い
う
べ
体
操
」を
紹
介
し
ま
す
。

利根歯科診療所
所　長

中 澤 桂一郎

こども歯の保健教室
みんなで歯のふしぎを
たんけんしよう！

　

昨
年
は
湯
原
地
区
の
先
輩
班
長

の
要
請
で
、
地
区
内
の
他
の
班
長

と
協
力
、
連
絡
を
と
り
あ
い
な
が

ら
、
各
班
の
状
況
や
不
明
組
合
員

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

班
長
が
不
在
だ
っ
た
班
を
歩
き
、

機
関
紙
配
布
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

地
元
に
良
い
施
設
を
作
ろ
う

と
、
昨
年
末
か
ら
は
み
な
か
み
町

公
募
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
計
画

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
願
い
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
今
回
の
経
験
や
反
省
を
い
か

し
て
次
に
繋
げ
て
ほ
し
い
、
と
生

協
へ
の
期
待
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

長
年
生
協
と
の
繋
が
り
が
深
か

っ
た
鈴
木
さ
ん
。
地
域
の
組
合
員

や
職
員
等
、
た
く
さ
ん
の
人
と
め

ぐ
り
あ
え
た
こ
と
が
、
何
よ
り
よ

か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

み
な
か
み
町
湯
原
　
鈴
木 

勝
男 

さ
ん

「
た
く
さ
ん
の
人
と
め
ぐ
り
あ
え
て
」

まめ息災が身の宝　体が丈夫で災難に遭うこともなく無事であることが何よりの宝であるということ。「息災が宝」とも。

あ
い
う
べ
体
操
で
病
気
予
防

老
い
し
身
に
芽
吹
の
パ
ワ
ー
貰
い
た
し

気
に
入

り
の
本
に
桜
の
栞
あ
り

水
喧
嘩
も
昔
話
し
や
放
棄
の
田

花
の
下
一
つ
の
人
生
ラ
ム
ネ
買
ふ

新
緑
の
名
胡
桃
城
跡
我
が
家
見
へ

沼
田
市
上
発
知
町　

田
村　

し
ま

片
品
村
菅
沼　

大
竹　
　

沙

片
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村
築
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千
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治
光
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東
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み
な
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町
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増
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耕
寿

雨
音
へ
朝
寝
決
め
込
む
日
曜
日

異
文
化
を
承
知
で
き
ず
に
招
致
す
る

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
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宮
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筆
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沼
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坊
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江

沼
田
市
白
沢
町	
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田　

清　

子

み
な
か
み
町
湯
原	

須　

藤　

と
も
子

み
な
か
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町
湯
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子
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子

み
な
か
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町
東
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河　

合　

な
み
江

お
礼

　みなかみ町では2013年度より
「特定健診」を当院でも受診で
きるようになりました。完全予
約制です。健診を希望される方
は下記までご連絡ください。
期間：2013年6月1日～10月31日
＜受診方法＞
　毎週火曜日～土曜日　9時～
　完全予約制：電話予約可。
　外来受診同日中にお受けいた
　だくことも出来ます。
＜お問い合わせ・ご予約＞
　利根中央病院健康管理科
　　　(☎22-4321)

　

六
月
よ
り
火
曜
日
の
皮
膚
科
外
来
が
医
師
一
名
体
制
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、当
面
、火
曜
日
は
「
完
全
予
約
制
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
受
診
の
前
に
、
必
ず
電
話
で
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


